
【学力向上フロンティアスクール中間報告書】 
 都道府県名 山 形 県 
 
 
 
Ⅰ 学校の概要 

 学校名  真室川町立釜渕小学校 

 学 年  １年 ２年  ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計  教員数 

 学級数   １   １   １   １   １   １    １   ７ 

 

 児童数   ４  １２  １２   ９  １８  １４    ２  ７１ 

 １１ 

 
 
 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 
       確かな学力の育成をめざして 

            ～少人数学級における個に応じた指導の充実～ 
 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 
  ・全学年 ・国語 ・算数 

   全校で取り組めるように，基礎教科の国語，算数に絞った。 
 
  (2) 年次ごとの計画 
  

 
 
 
 
 
 
 平 
 成 
 14 
 年 
 度 

○ テーマ 
    確かな学力の育成をめざして 
       ～少人数学級における個に応じた指導の充実～  

 研究の基礎作り  

（☆研究の視点  ・研究内容・方法   ◎重点項目） 
 ☆ 少人数学級のよさを生かした楽しく力のつく授業の創造 
◎「基礎・基本」を確実に身につける授業のあり方 
・ 少人数学級のよさを生かした個に応じた指導のあり方 

      ・ 個の学びを高める話し合い活動の充実 
☆ 学びの機会の充実と学ぶ習慣の形成 
◎ 繰り返し指導による「基礎学力」の定着 
・ 学力テストの分析と手立て 
・ 朝読書の推進 
☆ 学ぶ基盤をはぐくむ学級づくりと環境づくり 
・ 温かな支持的風土をもつ学級づくり 
・ ゆとりと充実を生む日課表等の工夫 
☆ 交流学習の推進 

   ・ ２年国語，４年総合的な学習，５年算数，6年特別活動での交流 

 



  
 
 
 
 
 平 
 成 
 15 
 年 
 度 

○ テーマ  
 確かな学力の育成をめざして 

       ～少人数学級における個に応じた指導の充実～ 

  研究の充実  

○ 研究の見通し（視点） 
 １ 「基礎・基本」を確実に身につける授業のあり方 
２ 少人数学級のよさを生かした個に応じた指導のあり方 
３ 個の学びを高める話し合い活動の充実 

 ○ 研究の内容・方法 
 １「楽しく力のつく授業の創造」を目指し，視点に沿った授業改善 
 ２ 学びを支える土台作りの実践 
   《改善点》 
① 研究の視点を整理した。 
② 授業改善と研究を支える内容の両面から取り組んだ。 

 
  

 
 平 
 成 
 16 
 年 
 度 

○ テーマ  
 確かな学力の育成をめざして 

       ～少人数学級における個に応じた指導の充実～ 

  研究のさらなる充実  

○ 研究の見通し（視点） 
（平成15年度と同じ） 

○ 研究の内容・方法 
 １ 15年度の課題を中心に取り組む。 
 ２ 話し合いや表現活動の充実

 
(3) 研究推進体制 

       
全  体  会 

                                 
研究推進委員会 (校長，教頭，教務主任，研究主任，副研究主

任，障害児学級担任） 
 

教務部 

 
 
 
 
 
 
                   ○は部長，校長は必要に応じて入る。 

       教科 
  研究 

国     語 算    数 

授 業 改 善 佐藤利，教頭 ○沼澤，髙橋央 

学 力 対 策 ○佐藤千，三上 森，大友，森谷 

《改善点》 
① 新しく，｢授業改善｣｢学力対策｣部会を設定して必要事項の検討を行い，内容の 
充実を図った。 
② 教科部会と研究部会を組み合わせることにより，メンバーの交流を図った。 

 
 



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
 （１）授業改善の視点から 

① 授業研究会のあり方の見直し 
  授業改善のための一つの方法として，授業研究会の改善を試みた。事後研の話し合い
のほかに，コメントカードを書いてもらったり，自己分析タイムを設けたりして，いろ
いろな角度から自分の授業を振り返るようにしたことで，授業改善に結びついた。 
② 国語に関して 
・ 児童が見通しを持って学習できる単元指導計画を立てることで，意欲が高まった。
・ 一人一人に合ったワークシートの準備をすることによって，学習をスムーズに行え
るようにした。 

・ 話し合いの学習形態を工夫したり，朝の会で１分間スピーチを継続したりするなど，
各学級の工夫が見られた。 

・ 視写力については，普段の授業でも速く書くことを意識して集中して取り組む子が
増え，調査の回を重ねるたびに全体の記録が伸びている。（６月と１月の比較では，
２年生で平均17文字→25.2文字,４年生で平均23.2文字→34.1文字と増えている。）

③ 算数に関して 
・ 指導過程モデルを活用し，レディネステストによって実態をつかみ指導に生かすな
ど，授業の改善につながった。 

・ 個に応じたプリントやＴＴ指導によって習熟を図るなど，一人一人にささった指導
がなされた。 

・ 豊富な体験活動が保障され，体験を通しての理解が深まった。 
・ 自分の考えを持たせるために，ノート指導が工夫された。 
・ １００ます計算による計算力の向上が見られた。 

（２）学びを支える土台作りの視点から 
  ① ゆとりと充実を生む日課表の改善を図った。 
② はげみ学習について 
  スモールステップで進めるので，意欲を持って１５分間集中して学習している。前学
 年や前々学年の復習になり，繰り返しの学習で力をつけている。 
② ステップアップテストについて 
  合格することで意欲の向上につながっている子が多い。また，合格を目指して家庭学習
の質が向上したり，家庭の協力が得られたり（主に低学年）と，基礎学力アップ以外の
良い面がみられた。 
③ 出席率について（1月末現在） 
   平成13年度97.17％，平成14年度98.61％，平成15年度98.85％ 
（３）ＮＲＴの結果から（単位：人） 

 

  
 

国
語

算
数



２．今後の課題  
 （１） 基礎学力が足りなくて課題を解決できない子がいる反面，応用問題で鍛えればもっと 

もっと伸びる子がいる。さらに，個に応じた適切な指導を心がけなければならない。 
（２） 話すことについては，いろいろな活動を取り入れ少しずつ効果が表れてきたが，声の 

大きさが足りない，聞く側の反応が少ないなど，話し合いで内容を深めるまでには達し 
ていない。学年に応じた話し合いの指導を全校で確認し，進める必要がある。 

（３） 様々な理由から，年間指導計画通りにいかずに進度が遅れがちになってしまうことが 
あった。計画通りに進まない理由を明確にし，無理のない年間指導計画を立てることが 
大切である。 

（４） 今年度の実践から，成果が上がったもの，改善を要するもの，必要としないものを明 
確にし，研究全体のスリム化を図る。 

（５） 来年度は，2・3年生が複式学級になる予定である。そこで，複式指導の充実を図るた 
めの取り組みを進めるとともに，複式指導の良さを研究全体に広げられるように，前向 
きに取り組んでいく。                    

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

  調査名 目的 内容 時期 
ＮＲＴ 前学年での定着を把握し，指

導の方向性を探る。 
２・３年…国語，算数 
4～6 年…国語，社会，

算数，理科 

次年度の4月 

ＣＲＴ 現在の学年での学習の定着
を把握し，必要に応じて，補
充する。 

１・２年…国語，算数 
３～６年…国語，社会，

算数，理科 

2月 

ステップアッ
プテスト 

・漢字や計算の習熟と定着を
図る。 
・合格の喜びを味わわせるこ
とにより,意欲を起こさせる。

・現在学習している漢字
や計算を中心に出題。90
点以上合格。 

５，６，９，10，
11，１，２月   

算数科のレデ
ィネステスト 

・次の単元のためのレディネ
スをつかみ，必要に応じて事
前指導し，スムーズに学習で
きるようにする。 

・次の単元の学習を進め
るために必要な事柄 

・特に落ち込みの
大きい単元や，そ
の学年での重要
単元の前  

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
 １． 公開研究会 

  ①  日時  平成１６年１０月６日（水） 
  ②  場所  本校 
  ③ 対象  最上地区各小・中学校 
  ④ 目的  ・授業及び研究の公開を通して，質の向上を図る。 
        ・フロンティアスクールとしての研究の成果を地区内の小・中学校に普及する。 
２． パンフレットを作成し，配付する。 

 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
    【新規校・継続校】       □１５年度からの新規校       14年度からの継続校 
    【学校規模】             □６学級以下             ７～１２学級 
               □１３～１８学級       □１９～２４学級 
               □２５学級以上 
    【指導体制】            □少人数指導  Ｔ．Ｔによる指導   一部教科担任制  □その他 
    【研究教科】            国語         算数       
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       □有       無 
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